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4回 回反軸の最初の操作

図1 ib 対 称の要素

表 2.1 対 称操作の記号と符号

対 称 操 作 H.M.の 記号 S . の記 号

C 2

晩

坊
一１
　
数
一２

は回 な し

|

▲

図 2 . 6 ステ レ オ投 膨

2.35(■)紋 ヤにみらカタて結品にない

対称の例 (数字は対称の回数)

C c

C3

品=C3`

品

島≡C"

CJ   '

Cι

注 H`M.の 記号 llerman■ ‐Mauguinの 記号.

Sの 言己号 Schocnniesの記号.(以前もっばら用いられていた)

本文に説明したように, この分類では同一のもの,対 称の要素
の組合せからなるものも含まれるが,そ れにしても,回 転とか

回反の型式に分類した方が整EEの上ではfr_i利である.

反1云の符号はステレオ図形ては記さない.

6の符号は古い出版物では自黒逆の 5(品)の符号が用いられて
いる.

C 4坊
一４
　
加
一

C`坊
一１
　
勿
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反臣

韓
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鶴
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＄

鍮

鶴
図

坊
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反raF

反iほ

回転軸

オす有ホフじ、



図 2.53 映 避操作を含む棋様 (法降寺の金生のらんかん)
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記 号 回 右千系 らせん並逃 げ十回 符 号 右手系らせん並進

1

1

2

3

31

32

3

一 回 回 転

一 回 反 転

二 回 日 伝

二回らせん

二 回 口 i ほ

三回らせん

三 回 反 伝

な し

O

|
(紙 r l lに1芭交)

→

(紙両r平 行)

す
(紙ml卜1互交)

(紙面に平行)

以下紙面に直交

▲

え

ム
▲

α″ または

な じ

o/3

2σ/3

な し

四 回 阿1 は

四回 らせん

四 口 反 i ほ

六 回 回 転

六回らせん

六 回 反 転

な し

な し

な し

な し

o/4

2o/4

3σ/4

な し

な し

σ/6

2●76

3σ/6

4cS/6

5び/6

な し

◆
や
↓
今
◇
●
律
伊
う
も
～
０

4

4】

42

43

4

6

61

62

63

61

65

6

図 2 . 4 9 対称 l l l の符 号
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匁れ2

α,bに垂直な銃面があり
Cが 2回軸になる。

争

2.2-1表 付図 (1)
αヤまb軸 とc軸 のなす角
βは c軸 とα軸のなす角
γヤよa軸 とb軸 のなす角
β,う,。はそれぞれの軸の長さ

2/″,4/2,6/″ 等はそれぞれ
の回転軸に垂直な鏡面のある
ことを意味する.

2.2-1表 付図 (2)
これらの図で太い線は鏡面を示
す。(Oは紙面の上)●は下にあ
る点を示す.)

結 晶 系
必要条件 命名の約束

3御 1

α,b軸に垂直な鏡画がある。

2 2 - 1表

複合格子

31れ

a,D軸を含む鏡面がある。

4れ 2

坐協 聯
対角線

 指 摘ァ 暑る!

42何

単  斜

(第2種 )

(第 1種 )

直  方 i

(斜 方 )

立

(等

α= I = 9 0

( α= β=

9 0 °) * キ
ヤ

α= β= r
=90°

α= う

α= β= γ
=90°

α= み= び

α= β= ァ

σ< α < み

α≧90°
β≧9 0 °

び く α,

β≧90°

c<α <あ C(A,β )
F,r

伊
　
●

″初 2

4

4″″,石2″,
4初 2

37れ1

31″

6

6初 ″

6″ 2,62初

43何4

4/″

4/″初″

3

3″ 1

31ヵ●

6/″

6/″″″

″3

″3初

逆結品の

対称

4/″

4/222″″

3

3 初1

31″

6/初

6/物初初

秘3

初3″

方
狩
方

一二
鉄
　
六

／

ｒ

‐

＼

方
紛

= う,
= β= 9 0 °

ァ=120°

α= あ

4

422

3

321

312

6

622

23

432

α= β= 9 0

γ=120°

こ= あ= σ

α= β= メ
=90°

F,ア

Ⅲ
 軸 の長さによる命名の約束は絶対的なものではなく, 後に示す空間祥との対応等で適当に変
更する場合もある。ただ, 格子定数だけで他のデータと比較するような場合 (s83参 照)に
は必ずこの規則にしたがって軸を変換した上で行わなければならない.

・
1 底 心格子では輸の選び方によって ム,B,Cの どれかに変ることがある ま た, 単斜品系で r
力ヽ現われたときは必ず底心に変更できる.

・ネネ
 単 斜品系では対称の軸は一方向だけである。 これを c軸 に選どのを国際的な規約として第 1
種と呼ばれている。しかし,古 くからb軸 を選ぶ習慣がありこれを第2種 と呼んで現在でも使
われている.本 書でも第2種を使 うことが多い o軸 を選ぶことは行われていない.

十 斜 方品系ぶ普通の用語であるが,本 書では直方品系の用語を用いた (序文参照).

系
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図 1.10 格 子面 (312)
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(a)C底 ″ふ格子 (b)体 ″い格子

2.3-1図  複 合格子と単純格子

(c)面 心格子

1.7-1図  結 晶格子と逆格子

011(2/3)

2.2-3図  三 方晶系の六方格子

(a)順 設定,(b)逆 設定

(b)

2.3-2図  複 合格子の逆格子
(a)体 心格子 (r)の 逆格子

(b)面 心格子 (F)の 逆格子

(C)底 心格子 (C)の 逆格子

(の

Figure S‐S Sections of dircct and reciprocal latticcs(a)Axes orthogonal:(1),dirCCt

l a t t i c e ; ( t i ) , r e C i P r O c a l  l a t d c e . ( b ) A x c s  m o n o c l i n i c , α= γ = 9 0 °: ( 1 ) , d i r c c t  l a t i c c ;

(11),rcciprocal latticc,(c)Reciprocal lattice with all anglcs obliquct scctiOn at hcight of
arst layCr(brOken lincs)PrdCCtCd orthogonally on tO PlanC Of Zero laycr(solid lincs).
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